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近年, ALMAによりミリ波帯での輝線を示す遠方銀河が検出されるようになってきた。ミリ波輝線天体とし
て検出される銀河種族の性質を調べるため, 我々は近傍の赤外線銀河 VV114 の近くで偶然発見された 2 つの
ミリ波輝線銀河 ALMA-J0107a (Tamura, Y. et al. 2014) および J0107b (Saito, T. 2017)について, ALMA
Band3/4/6/7 のデータを解析した。連続波放射に加え CO(4-3), CO(3-2), [CI](3P1-

3P0) 輝線がいずれの天体
においても検出され, 分光赤方偏移がそれぞれ 2.4666 ± 0.0002および 2.3100 ± 0.0002に特定された。また [CI]
輝線強度から XCI = [C0]/[H2] = 8.4 ± 3.5 × 10−5 を仮定して導出した分子ガス質量を元に CO-H2 変換係数
αCO [MH2

(K km s−1 pc2)−1]を求めた結果, それぞれ 0.80 ± 0.34, 0.59 ± 0.25 となり, 近傍の ULIRGsで広く
用いられている値 (0.8) と誤差の範囲で一致することが分かった。ALMA-J0107a については GalPak3D を用
いた CO(4-3) 輝線の速度場解析の結果, 速度分散と回転速度の比 σ/Vrot が 1 に近い (0.67 ± 0.04), いわゆる
turbulent な回転ガス円盤であることが分かった。測定された星形成効率 SFE = SFR/Mgas ∼ 18 Gyr−1とあわ
せ, ALMA-J0107aは典型的なサブミリ銀河が CO輝線で検出されたものと考えられる。ただし, ALMA-J0107a
は観測された CO 輝線速度幅-光度比の関係から, 重力レンズにより数倍 - 10倍程度の増光を受けており, intrinsic
な星質量が小さい (a few ×109 M⊙), SFR ∼ 102 M⊙ yr−1のスターバーストを捉えているとの解釈も可能である。


